
沿岸バスソーシャルメディア運用ポリシー 
沿岸バス株式会社 

 
第 1 目的 

沿岸バス（以下「当社」とする。）は、即時性と情報の拡散性を特徴とするソーシャルメディア（以下 
「本ソーシャルメディア」とする。）より、Twitter（以下「ツイッター」とする。）および Facebook（以 
下「フェイスブック」とする。）ならびに LINE（ライン／以下「LINE」とする。）を当社の広報媒体のひとつ
として活用し、ウェブサイトと連動しながら、当社の旅客自動車運送事業及び沿線の魅力等に関する情報発信
を行うことを目的として開設する。 
 
第 2 用語の定義 

本ソーシャルメディアに関する主な用語の定義を、次のとおりに定める。 
（1）ツイッター：ツイッター社が提供しているソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）をいう。 
（2）フェイスブック：メタ・プラットフォームズ社が提供しているソーシャル・ネットワーキング・ 

サービス（SNS）をいう。 
 （3）LINE：LINE 社が提供しているモバイルメッセンジャーアプリケーションをいう。 

（4）アカウント：ソーシャルメディアを設置・運用するために取得した権利及びユーザー名をいう。 
（5）ツイート：ツイッターに記事を投稿する行為及び投稿された記事をいう。 
（6）リプライ：ツイッターにおいて他のユーザーに返信することをいう。 
（7）リツイート：ツイッターにおいて他のユーザーのツイートを引用してツイートすることをいう。 
（8）フォロー：ツイッターにおいて他のユーザーのツイートを受信するように登録することをいう。 

 
第 3 運用主体 

本ソーシャルメディアの運営主体は営業部とし、アカウント管理、パスワード管理、ツイートを行う。 
2 ツイッターのアカウント名は、「＠enganbus」とする。 
3 フェイスブックのアカウント名は、「enganbus／沿岸バス」とする。 
4 LINE のアカウント名は、「@179vfdfj」とする。 

 
第４ 発信時間 

原則として、発信時間は定めない。 
 
第 5 発信内容 

本ソーシャルメディアは、次に掲げる事項を配信する。 
（1）当社バス事業（乗合・貸切）に関する情報 
（2）当社主催の募集型企画旅行に関する情報 
（3）当社の路線バス沿線又は隣接する地域、公共交通機関の情報 
（4）道路管理者・警察等の発表にもとづく幹線道路の通行止等規制情報 
（5）ユーザビリティの高い企業・団体アカウントの情報 
（6）自社オリジナルキャラクター及びこれに通ずるサブカルチャー関係の情報 
（7）事故や危険な状況など緊急時の情報 
（8）その他、当社が特に必要と認めるもの 



 
第 6 リプライ、リツイート及びフォローの制限 

本ソーシャルメディアは、専ら情報発信に用いることとしている。このため、原則として、リプライは行わ
ない。ただし、緊急時の情報を紹介するサイトを掲載する場合などにあっては、この限りではない。 
 
第 7 ウェブサイトとのリンク 

本ソーシャルメディアより配信するリンク先は、原則として国、都道府県、他自治体、公共交通機関、企業
及び団体等が運用するウェブサイトとする。ただし、当社が特に必要と認めるものにあっては、この限りでは
ない。 
 
第 8 削除又はアカウントのブロック等 

以下の各項に該当する場合、予告なく削除又はアカウントのブロック（遮断）等を行う場合がある。 
（1）法律、法令等に違反する内容、又は違反するおそれがあるもの 
（2）特定の個人・団体等を誹謗中傷するもの 
（3）政治、宗教活動を目的とするもの 
（4）著作権、商標権、肖像権など当社又は第三者の知的所有権を侵害するもの 
（5）広告、宣伝、勧誘、営業活動、その他営利を目的とするもの 
（6）人種・思想・信条等の差別又は差別を助⻑させるもの 
（7）公の秩序又は善良の風俗に反するもの 
（8）虚偽や事実と異なる内容及び単なる風評や風評を助⻑させるもの 
（9）本人の承諾なく個人情報を特定・開示・漏えいする等プライバシーを侵害するもの 
（10）他のユーザー、第三者になりすますもの 
（11）有害なプログラム等 
（12）わいせつな表現などを含む不適切なもの 
（13）当アカウントの発信する内容の一部又は全部を改変するもの 
（14）当アカウントの発信する内容に関係のないもの 
（15）その他、当社が不適切と判断した情報及びこれらの内容を含むリンク等 

 
第 9 運用留意事項 

本ソーシャルメディアの運用に当たっては、次に掲げる事項に留意する。 
（1）当社アカウントであることを証明するため及びなりすましによる誤情報の流布を防ぐため、 

本ソーシャルメディアのアカウント名及び基本的な情報を自社ウェブサイト上に明示する。 
（2）情報は正確に記述する。やむを得ず分割・連続して配信する場合は、次項に続く旨を表記し、 

齟齬が生じないようにつとめる。 
（3）配信するリンク先は、本来の URL（ドメイン）が分かるよう、原則として、URL 短縮サー 

ビスを使用しない。 
（4）配信する際は、各ソーシャルメディアの規定及び関係法令や職員の職務、情報の取り扱いに 

関する規定を遵守する。 
（5）意図せずして当社が発信した情報により他者を傷つけたり、誤解を生じさせたりした場合は、 

誠実に対応するとともに、正しく理解されるように努める。 
 
 



第 10 免責事項 
掲載情報の正確性については万全を期するものとするが、利用者が当社の情報を用いて行う一切の行為につ

いては何ら責任を負うものではない。また、予告なく変更、移転、削除等が行われることがある。 
 
第 11 著作権 

情報等の投稿にかかる著作権等は、当該投稿を行ったユーザー本人又は正当な権利を有するものに帰属す
る。ただし、利用者は当社に対し、投稿した情報を全世界において無償で非独占的に使用する許諾したものと
し、かつ、当社に対して著作権等を行使しないことに同意したものとする。 

 
第 12 その他 

その他、本ソーシャルメディアの運用ポリシーの実施について必要な事項は、本社営業部が別に定める。ま
た、本方針は必要に応じて告知なく変更するものとする。 
 
附則 
この運用ポリシーは、平成 23 年 1 月 18 日から施行する。 
 
附則 
この運用ポリシーは、平成 27 年 3 月 1 日から施行する。 
 
附則 
この運用ポリシーは、平成 28 年 4 月 1 日から施行する。 
 
附則 
この運用ポリシーは、平成 28 年 10 月 21 日から施行する。 
 
附則 
この運用ポリシーは、平成 30 年 2 月 24 日から施行する。 
 
附則 
この運用ポリシーは、平成 30 年 5 月 1 日から施行する。 
 
附則 
この運用ポリシーは、平成 30 年 10 月 1 日から施行する。 
 
附則 
この運用ポリシーは、平成 31 年 2 月 1 日から施行する。 
 
附則 
この運用ポリシーは、令和 5 年 4 月 1 日から施行する。 


